
奈
良
県
の
北
東
部
に
あ
る
歴
史
深
い
高
原
の
町
、
宇
陀
市
大

宇
陀
。
古
く
は
、
柿
本
人
麻
呂
が
軽
皇
子
（
後
の
文
武
天
皇
）

の
お
伴
を
し
て
当
地
を
訪
れ
た
と
き
に
詠
ん
だ
「
か
ぎ
ろ
ひ
」

の
歌
に
ち
な
ん
で
「
か
ぎ
ろ
ひ
の
里
」
と
し
て
も
広
く
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
「
宇
陀
路
大
宇
陀
」
は
国
道
１
６
６
号
と
３
７

０
号
の
交
点
に
あ
る
道
の
駅
で
、
物
販
コ
ー
ナ
ー
や
軽
飲
食

コ
ー
ナ
ー
、
足
湯
な
ど
を
備
え
て
お
り
、
ゆ
っ
く
り
と
寛
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

～
国
道
１
６
６
号
・
３
７
０
号
～

宇陀市大宇陀拾生714-1 TEL:0745-83-0051 FAX:0745-83-0789

開設時間 物販・軽飲食：8時～18時 年中無休

※トイレ・駐車場・公衆電話は24時間利用可
近鉄大阪線榛原駅から車で15分

道
の
駅
か
ら
ヒ
ト
コ
ト

近
世
初
頭
に
城

下
町
が
整
備
さ
れ

て
以
降
、
宇
陀
地

方
の
政
治
・
経
済

の
中
心
地
と
し
て

発
展
し
た
歴
史
的

町
並
み
で
す
。
城

山
と
宇
陀
川
の
間

に
細
長
く
展
開
す

る
町
家
群
と
、
地

区
内
に
流
れ
る
水

路
や
遠
景
に
見
え

春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
約
１

２
０
０
種
類
の
カ
エ
デ
が
一
斉

に
新
芽
を
出
す
色
彩
と
豊
か
な

風
景
が
魅
力
で
す
。
カ
フ
ェ
や

お
土
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
。

●
足
湯

■
無
料

■
利
用
時
間
：

時
～

時

近
く
の
観
光
地

周
辺
案
内
・
施
設
紹
介

甘
酸
っ
ぱ
い
宇
陀
産
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
ペ
ー
ス
ト
を
混
ぜ
込
ん
だ
絶
品
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
で
す
。

ゼ
ッ
タ
イ
買
い
た
い

お
土
産

1位

2位

3位

UdajiOuda
宇
陀
路
大
宇
陀

●
宇
陀
松
山
地
区
（東
へ
約
２
０
０
ｍ
）

●
カ
エ
デ
の
郷(

車
で
約
10
分)

当駅では地元特産品、加工品、オリジナ
ル商品を多数取りそろえております。宇陀
市へお越しの際はぜひお立ち寄りください。

る
山
々
が
調
和
し
て
独
特
な
景
観
を
形
成

し
て
い
ま
す
。

（
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
）

疲
れ
た
足
を
一
休
み
。
ほ

ど
よ
い
温
度
で
疲
れ
を
癒
や

し
て
く
れ
ま
す
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

４
０
０
円

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
く
ず
餅

(

2
個
入
り
）

７
６
２
円

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ぷ
り
ん

（
３
個
入
り
）

９
７
２
円

宇陀産黒豆を利用した

黒豆ぱん 200円
宇陀牛肉うどん

1,000円

幻の極上肉と言われる
日本屈指の黒毛和牛
「宇陀牛」使用。
“だし” も自家製自信あり
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